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研究ノート

領域「環境」から生活科の内容５・６へつながる学びのプロセス
― 自然の不思議さに気付かせる「遊び」を通して ―

The process of learning that leads from the area “environment” to contents 5 and 6 of 
living environment studies

― Through “play” that make children aware of the wonders of nature ―
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要旨：幼児教育と小学校教育との接続についてはカリキュラムの開発・改善が求められている。本稿
は，「遊び」についての捉え方の違いを踏まえつつ，幼稚園教育要領と小学校学習指導要領に示され
ている「ねらい」や「内容」の中で共通性の高い領域「環境」と生活科の内容５・６に着目し，発達
段階に応じた学びのプロセスを「架け橋期のカリキュラム」の枠組みをもとに示したものである。具
体的には自然の不思議さに気付かせる「遊び」を取り上げ，教科書で紹介されている教材の洗い出し
や大学の授業場面における学生の教材研究体験をもとに，年長，１年，２年の３段階の活動計画例を
作成した。
キーワード：科学遊び，スパイラル，架け橋期のカリキュラム

１．はじめに

　これまで幼児教育と小学校教育との接続について
は，小学校入学当初のスタートカリキュラムの開発は
見られるものの，子ども同士の交流や職員間の交流の
段階にとどまっているのが現状である。「幼稚園で行
う芋掘りと生活科で行う芋掘りはどこが違うのか」と
いった声は生活科誕生当初から聞こえている。活動内
容面でのカリキュラム開発が求められている。

２．幼小接続の現状と課題

　平成17年の中央教育審議会答申「子どもを取り巻く
環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方につい
て」では，発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の
充実として，小学校教育との接続の強化がうたわれて
いる。平成20年３月告示の幼稚園教育要領，保育所保
育指針，小学校学習指導要領では，幼小の接続が明記
され，幼児と児童との交流，職員間の交流や連携を図
ることが示された。これにより，幼稚園，保育所，小

学校が交流や連携を模索するようになってきた。
　平成22年11月に文部科学省がまとめた「幼児期の教
育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報
告）」によれば，「主として，幼児と児童の交流活動や
幼小の教職員の意見交換等の取組はある程度行われて
きており，『幼稚園と小学校における幼児と児童の交
流』の実施率は56％，『教員同士の意見交換等の交流』
の実施率は55％となっている」とある。一方で「今
後，幼小接続の取組を進めるためには，まず何よりも
子どもの発達や学びの連続性を踏まえた幼児期から児
童期にかけての教育のつながりを理解するための道筋
を明らかにすることが必要である」としている。交流
の段階にとどまるのではなく，教育活動における学び
の連続性を明確にすることを求めている。報告書では
子どもの発達や学びの連続性を踏まえて幼児期の年長
から小学校低学年までの時期を「接続期」と捉える必
要があるとしている。
　令和３年７月，中央教育審議会初等中等教育分科会
に「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」が設
置され，令和５年２月に「学びや生活の基盤をつくる



幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協
働による架け橋期の教育の充実～」がまとめられた

（「架け橋期」とは５歳児から小学校１年生までの２
年間を指す）。これによると園と小学校の連携の取組
が９割に進展しているがその多くは行事の交流等にと
どまっており，資質・能力をつなぐカリキュラムの編
成が行われていない現状が見える。「幼保小の架け橋
プログラムの実施にむけての手引き（初版）」によれ
ば「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛か
りとし，育成を目指す資質・能力を視野に入れながら

「架け橋期のカリキュラム」をつくり具体化し，実践
を積み重ねていくことが重要であるとしている。
　「架け橋期のカリキュラム」で示された「共通の視
点として考えられる項目例」は，①期待する子ども像
②遊びや学びのプロセス③園で展開される活動/小学
校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等④指導
上の配慮事項⑤子どもの交流⑥家庭や地域との連携で
ある。
　これらの項目を手掛かりに，本稿は内容面で共通性
の高い幼稚園教育要領及び保育所保育指針の領域「環
境」と生活科の内容５・６を取り上げ，学びの連続性
が見られるように活動計画を示し具体化を図ることを
目的とする。

３．研究方法

　ここでは，主に「自然の不思議さに気付かせる活
動」を取り上げ，次のように進めていく。
①　�「遊び」についての幼児教育と小学校教育との捉

え方の違いを踏まえつつ，領域「環境」と生活科
との関連を幼稚園教育要領・小学校学習指導要領
から把握する。

②　�生活科の教科書に見られる「自然の不思議さに気
付かせる活動（遊び）」を洗い出し，どのような
遊びが教材として取り上げられているか整理す
る。

③　�年長児の遊びとしても活用できそうな教材につい
て，本学の学生への調査をもとに取り上げてい
く。

④　�①～③を踏まえ，「架け橋期のカリキュラム」を
参考に活動計画例を作成する。

４．領域「環境」と生活科

４．１　領域「環境」と生活科の内容との関連

　生活科の内容５は，「身近な自然を観察したり，季
節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通し
て，それらの違いや特徴を見付けることができ，自然
の様子や四季の変化，季節によって生活の様子が変わ
ることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生
活を楽しくしようとする。」内容６は，「身近な自然を
利用したり，身近にあるものを使ったりするなどして
遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫してつ
くることができ，その面白さや自然の不思議さに気付
くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出そう
とする。」（小学校学習指導要領より）である。
　幼稚園教育要領解説には，「幼稚園教育において育
みたい資質・能力を幼児の生活する姿から捉えたもの
を『ねらい』とし，それを達成するために教師が幼児
の発達の実情を踏まえながら指導し，幼児が身に付
けていくことが望まれるものを『内容』とした」とあ
る。健康・人間関係・環境・言葉・表現の５つの領域
は，この「ねらい」と「内容」を発達の側面からまと
めたものである。同解説では「各領域に示している事
項は，教師が幼児の生活を通して総合的な指導を行う
ための視点であり，幼児の関わる環境を構成する場合
の視点でもある」と説明している。すなわち，幼児教
育の領域は幼児の生活や関わる環境という大きなくく
りを見る視点であり，学校教育で使われる領域とは意
味的に異なるものである。「遊び」という場面におい
ても「健康」という視点もあれば「人間関係」「環境」
という視点もある点を押さえておかなければならな
い。
　領域「環境」のねらいについて幼稚園教育要領で
は，①身近な環境に親しみ，自然とふれあう中で様々
な事象に興味や関心をもつ。②身近な環境に自分から
関わり，発見を楽しんだり，考えたりして生活に取り
入れようとする。③身近な事象を見たり，考えたり
扱ったりする中で，物の性質や数量文字などに対する
感覚を豊かにする。この３点である。内容は12項目
で，生活科の内容と関連付けられるものは次のとおり
である。

（１）�自然に触れて生活し，その大きさ，美しさ，不
思議さなどに気付く。（生活科内容５・６と関
連）

（２）�生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組
みに興味や関心をもつ。（内容６と関連）
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（３）�季節により自然や人間の生活変化のあることに
気付く。（内容５と関連）

（４）�自然などの身近な事象に関心をもち，取り入れ
て遊ぶ。（内容５と関連）

（５）�身近な動植物に親しみをもって接し，生命の尊
さに気付き，いたわったり，大切にしたりする。

（内容７：動植物の飼育栽培と関連）
（６）�日常生活の中で，我が国や地域社会における

様々な文化や伝統に親しむ。（内容５と関連）
（７）�身近な物を大切にする。（内容６と関連）
（８）�身近な物や遊具に興味をもって関わり，自分な

りに比べたり，関連付けたりしながら考えたり，
試したりして工夫して遊ぶ。（内容６と関連）

　このように見ると領域「環境」は生活科の内容５・
６との関係が深いことが分かる。身近な自然や物に興
味をもって関わり，遊びに取り入れたり，自分なりに
工夫したりして，自然の不思議さや面白さに気付くよ
うにする内容である。季節感あふれる遊び，自然物を
取り入れた制作遊びなどを行うときには，「環境」と
いう視点の占めるところが大きくなる。

４．２　「遊び」の捉え方

　生活科では「遊び」という言葉が多く使われる。こ
れは児童の思いや願いを実現させるという生活科の見
方・考え方からくるものであり，直接体験を重視する
教科特性としての側面が強調されているからである。
　小田（2009）は，保育所・幼稚園の教育実践は「目
的としての遊び」が大半を占めており，生活科では

「手段としての遊び」が行われていると整理しつつ，　
意図的教育の場としての保育所，幼稚園，小学校で
は，「手段としての遊び」を抜きにしては教育は考え
られないとしている１）。
　幼児教育でも自然発生的な遊びだけでなく，環境構
成の中で園児に興味を持たせたいものを意図的に教師
が用意する場面もある。生活科の授業の中でも条件設
定はありながらもその中で児童にかなり自由度の高い
遊びの場面を用意することもある。生活科が幼小接続
の核と言われる所以はこの点にある。「遊び」の捉え
方の相違を踏まえて幼児教育と小学校教育の接続を考
えていかなければならない。

５．教科書にみる内容５・６を扱った活動例

　生活科の検定教科書を発行している主な７社の教科
書のページを調査し，どのような教材が例示されてい

るのか見ていくこととする。
　表１は，平成30年度版の生活科の検定教科書のう
ち，７社の上巻・下巻を取り上げ，内容５・６に関わ
る単元の中で，３社以上の教科書で紹介されている教
材（活動例）をまとめたものである。

表１　検定教科書に紹介されている教材

　１年生が主に使用する上巻では，春や夏の自然遊び
として，シロツメクサやオオバコを使った草花遊びは
どの教科書にも紹介されている。夏の遊びとして「水
でっぽう」は全教科書に，「しゃぼん玉」やアサガオ
の花などから汁を取り出す「色水遊び」は６社の教科
書で見ることができる。秋の活動で多いものはどんぐ
りを素材とした簡単なおもちゃ作りである。「どんぐ
りゴマ」と「やじろべえ」作りはすべての教科書に掲
載されている。まつかさ（まつぼっくり）も素材とし
て利用しやすい。冬の遊びは風を利用したものが目立
つ。
　２年生が主に使用する下巻では，どの教科書も内容
６に関わるおもちゃ作りとなっている。自然物よりも
自然現象に着目させようとしており，ゴムの弾力性，
磁石の持つ磁力，高低差（重力），風力，空気圧等に
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詔介されている教材 A社 Btｱ げ土 「）仕 F仕 rtｱ G社

1巻 花でたたき染め . . . 
iな百然 れ l し花 . . . . . 
遊び

¥花近び . . . . . . . 
（芥夏） 水鉄也 . . . . . . . 

しゃぼん 1 、. . . . . . . 
花で已水遊び . . . . . . 
礼舟 . . . 
どろだんご . . . . 

（秋） はり絵 . . . . 
こずり出し . . . 
生や丈で飾りづくり . . . . . . 
どんぐり、~"ま . . . . . . . 
マラカス . . . . . . 
やじろべえ • • • • • • • 

まつかささけん l . . . . . . . 
まつかさで的人れ . . 

（冬） ビニルたこ . . . . . . 
かさぐるま . . . . . . . 
風怜 . . . . 

下巻 翰ゴムとコ，；プ（飛ぶ） . . . . . 
おもちゃ
づくり

帷ゴムと阿紙（飛ふ） . . . . . 
翰ゴムと里り（進む） . . . . 
上り（転がる） . . . . . 
容器と筒（飛ぶ） . 
風と車（進豆） . . . . . . . 
傘袋とロケノト (/1とふ） . . . . 
ゴムとロケット（飛ぶ） . . . 
磁介て魚釣り . . . 



よる「自然の不思議さ」に気付かせるようになってい
る。
　下巻で内容５を扱う教科書は少ないが，１年生段階
より内容の濃い活動を展開できることから，２年生で
も内容５を積極的に扱うことが求められる。２学年に
わたって上巻を使うことでスパイラルな学びとなる。
　幼稚園や保育所の指導者と小学校の教員との交流の
場において，当該校で使用している生活科の教科書を
見ながら情報交換することも有効である。ただし，小
学校でこのような学習をするから園でも事前にこんな
活動をしておこうと指導するのは適切ではない。園生
活でたっぷり自然に浸る活動や自然の不思議さを感じ
る遊びを存分に行う中で，指導者はこうした活動が結
果的に小学校の生活科の内容につながっていくのだと
いう点を理解しておくことが大切である。

６．幼児教育に見る「科学遊び」

　幼児教育において「科学遊び」と呼ばれているもの
がある。佐藤（2022）は「幼稚園教育要領の領域『環
境』の内容を見ると，（１）～（９）までの項目がすべ
て科学遊びの概念に含まれる」とし，特に（１）（２）

（４）（７）（８）が関連しているとしている２）。「ダン
ゴムシを捕まえたとき『どんなところに住んでいるの
かな？』『何を食べるんだろう』などの生きものの生
態に関する問いかけをしてみる。紙飛行機を飛ばす
とき『もっと遠くに飛ぶように飛行機を作ってみよ
う！』と呼びかける。こういった声かけや質問が，子
どもの好奇心をより強めるのである。」と述べている。
　これは生活科の学習活動と重なり合うものである。
とりわけダンゴムシや紙飛行機の例にある教師の問い
かけは生活科の学習活動で教師が児童に発問している
言葉そのものである。前回の学習指導要領（平成20年
告示）で，生活科について「科学的な見方・考え方の
基礎」を養うという視点が強調されたが，幼児教育で
いう「科学遊び」と軌を一にするものである。
　科学遊びについて佐藤は自然現象の面から６つに分
類している。
音に関する遊び…輪ゴム，空き缶，ペットボトルなど
光に関する遊び…虫眼鏡，水たまり，色水など
力に関する遊び…やじろべえ，ゴム，バネなど
空気に関する遊び…風車，空気鉄砲，竹とんぼなど
水に関する遊び…水鉄砲，しゃぼん玉，氷など
植物や動物に関する遊び…園庭の植物や動物など
　「大切なことは，一つの遊びがいろいろな分野と関

連しており，保育者はその多様性を認識した上で，子
どもたちの関心や興味を育てていくこと」と佐藤が述
べているように，日常生活の中で何気なく触れ，興
味・関心をもち，自分なりに自然の不思議さに気付い
ていくことが大切である。そのためには，幼稚園や保
育所でも体験し，生活科の授業でも体験するというよ
うに繰り返し対象に関わることが必要である。

７．幼児教育をめざす学生による素材の評価

　本学の専門基礎科目「生活の理解」（2022年度後期）
を受講した幼児教育をめざす学生（主として２・３年
生102名）に，身近な素材を利用した遊びについての
考えを聞いた。
　「生活の理解」の授業の中で内容５・６を扱った際
に，教科書で紹介されているいくつかの教材を実際に
作って遊ぶという教材研究を行った。例えばキャンパ
スでマテバシイを採集し，どんぐり人形やどんぐりゴ
マを作って楽しむという体験である。

図１　学生が作成したどんぐり人形

　こうした体験と学生自身によるこれまでの園での実
習経験を踏まえて，幼稚園や保育所の主として年長児
の遊びに取り入れることができそうな教材を評価して
もらった。教材は次の６点である。
・のぼり人形
　�厚紙に描いた絵を，たこ糸を使って上へ移動させ

る。
・どんぐり人形
　どんぐりに白や黒のマーカーで顔や模様を描く。
・はり絵とこすり出し
　�台紙に落ち葉を貼ったりトレーシングペーパーに色

鉛筆やクレヨンでこすり出したりする。
・どんぐりゴマ
　どんぐりに楊枝を刺してコマにする。
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・パッチンジャンプ
　厚紙に輪ゴムをたすき掛けにし跳ね上げる。
・めんこ
　�厚紙を４×６㎝程度の長方形に切り，絵を描く。
　この中から年長児の遊びに取り入れられそうな教材
を１点選び，その理由と領域との関連を尋ねた。
　2023年１月11日に実施し，82名から回答があった。
これによると，どんぐりゴマ，はり絵とこすり出し，
どんぐり人形の順であった。関連する領域としては

「環境」の割合が高い結果となった。（表２）

表２　園の遊びに生かせる生活科の教材と関係領域

　〔どんぐりゴマでの遊び方（例）〕
・�教師がどんぐりゴマを作って置いておく。それに気

付いた子どもたちが作り出す。
・�危ない作業は保育者が補助をしたり下準備をしたり

しておく。
・友だちとどちらが長く回るか競争して遊ぶ。
　〔どんぐり人形での遊び方（例）〕
・�秋の遠足で拾って帰る。制作したら画用紙に貼り付

け飾る。
・�どんぐりだけではなく栗や落ち葉なども拾ってボン

ドで顔を作る。
・�朝の歌で「どんぐりころころ」を歌う時期に制作す

る。
　〔はり絵とこすり出し（例）〕
・好きな落ち葉を拾って好きなように表現する。
・�はり絵でカードを作って家の人にプレゼントをす

る。
・�取ってきた材料を置く机と制作する机を分けるなど

環境を整える。
　このように見ると，手指の巧緻性や力の加減といっ
た発達段階に関わる配慮を指導者が行うという点は求
められるが，年長児であれば，教師による意図的な環

境構成の中でも自由に楽しく自然を取り入れた遊びが
でき，それは生活科の内容５・６の活動に近いもので
あると言える。

８．「架け橋期のカリキュラム」の作成及び考察 

　幼小接続のカリキュラム開発に際し，これまで取り
上げたいくつかの視点をもとに整理すると，自然の不
思議さに気付かせるような活動は，繰り返し遊ぶこと
によって気付きや思考が深まるため，年長から２年生
までの３年間（接続期）が適当である。活動内容は，

「科学遊び」などの意図的な遊びも年長児が十分にで
きることから，生活科の活動と重なる面があってよ
い。ただし，発達段階を考慮し少しずつねらいや内容
を深めていくスパイラルな学びのプロセスが必要であ
る。
　こうした点を踏まえて「架け橋期のカリキュラム」
の「共通の視点として考えられる項目例」を参考に，
年長児，１年生，２年生の各段階の活動例を作成し
た。

活動名：はっぱやどんぐりであそぼう

図２　木の実や種を扱った活動例（年長児）

活動名：あきとあそぼう

図３　木の実や種を扱った活動例（１年生）
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■ 健康 ■ 人間関係 ■ 環境 ■ 言葉 ■ 表現

活動時期・ 11 月 活動場所園外・園庭・保育室

期待する子ども像旧：：灯悶戸活し｀その大きさ、美しさ、不思鎌さ
自然などの身近な事象に閲心をもち、取り入れて遊ぶ。l

遊びや学びの
プロセス

活動

⇒幼児闊 IO （自然との間わり・感性と表覆）
⇒生活科内容 5•6

遥びの中で興味をもったものに取り絹む。
自分なりに工夫して逍んだり自由に表現したりする。

9 どんぐりころころ」などの歌を歌う。

f幽
近組の目然翌かな公園毒へ散歩に行き、きれいな色・形の落ち葉や好きな形のどんぐりと
拾い、 111に持ち帰って遊ぷ．

はり絵やこすり出しで作品をつくり保育室の壁面に悽ったり家の人にプレゼントをしたり
する。どんぐり人形をつくりままごと遊びをする．どんぐりゴマを作って穀争して遊ぷ．

贋i;1 ::::)1 量髪；；璽；：竺:i言舎言：；：：竺讐：：璽雲雙竺雪至；；す：釘；；：：：使え

活動時期：,,月 活動場所：校外・教室

期待する子ども像 1詈烹証心七ぃふ
友だちと協働し活動を楽しんでいる。

遊びや学びの
プロセス

活動

ー幼児期 10 （自然との関わり・感性と表現）
園での体験を思い出し秋の自然に積極的に関わる，
自分なりの気付きを多く獲得する．

近隣の自然豊かな公園等（季節ごとに出かける）で「秋さがし」をする。
夏の様子と比べる（草花・木の葉・虫などの遺いに気付く）。
形・大きさの違うどんぐりやお気に人りの葉っばを各自で拾う。
教室に戻り「秋さがし」で見つけたものをお互いに紹介する 1交換してもよい）．
はり絵にしたりどんぐり人形・どんぐりゴマを作ったりして遊ぶ。

悶」！i| ：：：二り 1 竺lご言言：塁塁i竺塁言至茎言；；；i三；；：：：：：：：：：：具：：：：：から



活動名：木のみやたねであそぼう

図４　木の実や種を扱った活動例（２年生）

　図に示したものは，葉っぱやどんぐりなど秋の自然
物を扱った活動計画例である。図２は年長児を対象と
した活動例で，自由に遊べる環境の中に，意図的な場
面設定（手段としての遊び）を施したものである。ポ
イントは興味があれば関わり，いつ遊びを放棄しても
よいという自由度である。また，発達段階を考慮し，
難しい部分は教師が援助するようにしている。図３は
１年生の生活科における活動例で，児童が思い思いに
楽しめるようにしてあるが，全員が取り組むという点
が年長児の活動と異なる。また，素材の違いに気付か
せたりより良いものに改善する工夫を促したりする教
師の働きかけが示されている。図４は２年生の活動例
で，○○したら○○○になった，という科学的な見方
や，教科書の上巻の内容をさらに発展させた活動内容
を盛り込み，活動を広げたり深めたりして結果的に３
年生以降の理科の内容につながるようにした。
　幼小共通の活動計画案の作成が可能となったことに
より，同じ教材を使った活動でもスパイラルに「遊
び」から「学び」への質的転換を図るという学びのプ
ロセスを示すことができた。ここでは「自然の不思議
さ」に関わる遊びを取り上げたが，他の領域と生活科
の内容と関連付けて同様な活動計画案を作成すること
や作成した活動計画を実践し評価・改善していくこと
が今後の課題である。

９．おわりに

　「幼稚園で行う芋掘りと生活科で行う芋掘りはどこ
が違うのか」の問いには「同じ学びという側面があっ
てよい。ただし繰り返し活動することによって子ど
もは自然の不思議さといったものの見方を深め活動に
も自ずと広がりが出てくる。指導者は発達段階に応じ
たねらいと内容を適切に設定することが肝要である。」

と答えることができるであろう。スパイラルな学びの
プロセスがこの時期の子どもには必要である。

注
１）小田（2009）は，偶発的，自然発生的で，子ども

の自由感あふれる遊びを「目的としての遊び」とよ
び，計画的，組織的に設計された遊びを「手段とし
ての遊び」とよんでいる。

２）佐藤（2022）は科学遊びを「遊びの中に科学的探
究心の芽を育む要素を含んでいるもの」と説明して
いる。
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遊びや学びの
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活動

友だちと協慟し活動を楽しんでいる。

⇒退1斗 (8生命・地球）

遊びや体験を通して科学的な見方・考え方の基滋を身
に付ける段階

自然豊かな公園尊で自然に韻しみ、どんぐりから芽が出ていることに気付く。
カエデの種で遊びながら形や落ち方のiii白さに気付く。
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